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■研究課題 ■

勤労観 ・職業観を育むキャリア教育の推進と校長の在り方

分科 曾 の趣 旨

現在,我 が国は.少 子高齢化が進む中.消 費

停滞や雇用不安な ど経済状況を中心に低成長の

時代 を迎えた。産業構造の枠組みの変換や歴史 ・

伝統 ・文化の再評価な ど,持 続可能な社会構築

への要請が高まっている。特に,雇 用の多様化 ・

流動化が進む中,子 どもたちの進路 をめ ぐる環

境は,大 き く変化 している。 また,教 育を取 り

巻く環境 も変化 してきており,若 者 をめ ぐる様々

な課題が浮かび上がって いる。 さらには,若 者

の勤労観 ・職業観 の未成熟や,社 会人 ・職業人

としての基礎的 ・基本的な資質 ・能 力の欠如が

各方面か ら指摘 されている。 このような中で,

子どもたちが将来出合うであろう様 々な課題に,

柔軟かつた くま しく対応 し,社 会人 ・職業 人と

して 白立 して いくことがで きるよう,「 生きる

力」 を育む ことが強く求め られている。

学校か ら社会への移行をめ ぐる課題としては,

新規卒業者に対する求人状況の変動や,求 職者

と求人 者の希望の不適合など 「就職 ・就業をめ

ぐる環境の激変」,あ るいは社会人と して の意

識の 希薄 さや勤労観 ・職業観の未熟 さな ど 「若

者自身の資質などをめぐる課題」が挙げられる。

また,子 どもたちの生活 ・意識の変容に関 して,

祉会的 自立の遅れ.労 働への関心 ・意欲の低下

な ど 「子 どもたちの成長 ・発達 上の課題」,モ

ラ トリアム傾向や 目的意識の希薄な進学 ・就職

な ど 「高学歴社会 におけるモラ トリアム傾INI

が挙げ られる。

したがって,本 分科会では,自 、'!.した社会形

成者育成の観点か ら、学校 ・社会を関連付けた

教育、社会人 としての基礎的な資質 ・能力,発

達 に応 じた指導 の継続,家 庭 ・地域 と連携 した

教育な ど,キ ャリア教育を推進させるための具

体的方策を明 らか にする。

リーヴーシツフの禎点

(1)自 尊感情 を高め,自 己や他者への積極的関

心を形成 ・発展 させる教育課程の編成

キャリア教育の推進 に当たっては,学 ぶ こ

とと働 くことを一元的にとらえ,生 きていく

ための基盤 となるカの育成に焦点化 した指導

が大切にな る。 ここでは,他 者の個性 を尊重

し,自 己の個性 を発揮 しなが らコミュニケー

ションを図 る 「人間関係調整能 力」.学 ぶ こ

と ・働 くことの意義や役割な どを理解 し,幅

広 く情報 を活 用 して進路 や 生き方 に 生かす

「情報活用能 力」,夢 や希望 をもって将来の生

き方や生活を考え,社 会の現実 を踏 まえ,前

向きに自己の将来設計をする 「将来設計能力」.

自らの意思 と責任でよ りよい選択 ・決定を行

うとともに,そ の過程での課題や葛藤 に積極

的 に取 り組み克服する 「意思決定能 力」の育

成が中心 とな る。各教科 ・領域等 を横断的 ・

総合的 に指導できるよう,校 内体 制の整備 も

含め,教 育課程の編成における校 長の果たす

役割 と指導性 を明 らかにする。

(2)身 の回 りの仕事や環境 に関心をもち,目 標

に向か って努力する態度の育成

小学校 におけるキ ャリア教育は,全 教育活

動の中で6年 間を通 して意 図的 ・継続的に推

進 していくものである。小学校での成長は著

しく,社 会的 自立 ・職業的 自立に向けて基盤

を形成す る重 要な時期である。 ここでは.一

人 ・人の発達 に応 じて,人,社 会,自 然,文

化 と関わる体験活動を,身 近なところか ら徐々

に広げ,て いねいに設定す ることが大切であ

る。また,各 種当番活 動や勤労生産的な活動

な どを通 して,自 らの役割 を果たそ うとする

意欲や態度を育むことが重要となってくる。

すなわち,働 くことに対する実感的な理解 を

深め,他 者と関わる力を育成し.社 会生活の

中での責任や勤労な どの概念を理解 ・定着 さ

せる校長の役割 と指導性 について究明する。

o



鐸 会 一 一

研
究
発
聖

「基礎的・汎用的能力の育成によるキャリア教育の推進と自校化に向けての具体的取組」

～「未来を拓く札幌人の育成」を目指す学校教育活動と校長の役割～

札幌地区 札幌市立美香保小学校 本 間 雄 一

顛 照 旨
最近 の若者 は,「 さと り世代」 と言 われ ている。

不況 しか知 らない世代で,無 理を しない,夢 を抱か

ない,現 実主義者で あ り,浪 費をせず に,ネ ッ ト中

心の生活 をす る若者たちの ことを指 している。現代

は,社 会 の変化が厳 しく,先 行きの不透 明な時代で

ある。 「なん とな く」 「とりあえず」 と大学 に進学 し,

就職活動す る頃にな って戸惑 う若者 も多い。そ のよ

うな社会状況 をとらえる と,今 後,学 校教育 にお い

ては,積 極的 にキ ャリア教育を推進 し,小 学校か ら

系統 的に社会性 を培 い,自 己肯定感 を高めて いく教

育を,今 まで以上 に充実 させ てい くことが,き わめ

て重要で ある。

「キ ャ リア教育は人である」 とも 言われて いる。

キャ リア教育は,「 人」 との関わ りの中で,「 社会性」

を育 てて いく教 育で あ り,「 人」 との出会 い,関 わ

りは,自 己肯定感を高めてい くことにもつながる。

学校 は,様 々な教育 活動の 中で,「 人との出会 い」

の場 を設定 した り,「 人との関わ りや地域社 会 との

関わ り」の場 を子 どもた ちに体験 させた りして い く

必要が ある。

「社会性」は ,集 団をつ くって生活す る人間の基

本的な素養であ り,人 の能力の中で も,特 に 「環境」

の影響 を受ける領域である。 しか し,生 まれ なが ら

に して完壁な社会性 を身に付 けて いる子 どもはいな

い。将来,社 会 人として 自立す ることができるよ う,

小学校 において,コ ミュニケー ション能力や 自主性,

関心 ・意欲 な どを養 う必要が ある。

今年度,札 幌 市の町田隆敏教育長 は,「 日本 の子

どもたちは,欧 米 各国や韓国 ・中国 に比べる とはる

か に自己肯定感 が低 く,将 来 に夢 と希望を もてない

で いる。 学校 生活 にお いて,子 どもたちが人間性 ・

社会性 を身に付 け,学 ぶ力を得 る中で,白 分の得意,

取 り柄を意識 し体 得 して,将 来,社 会 に巣立 ってい

く気概を もてるようにな って ほしい0そ して,人 き

な意味でのキャ リア教育 の充実 を図っていきたい。」

と語っている。

「今,な ぜ 学校で勉 強を してい るのか?」 「何の

ために学校 へ行 くのか?」 とい う学ぶ意義 を考 えさ

せ,現 在 の学習 と将来の 白分 との関係 に気付 き,学

習意 欲の向 トを図 り,自 己肯定感を高めてい くため

にも,今,キ ャリア教育の充実が不可欠なのである。

幽 雌 の鞭
1,小 学校 におけるキ ャ リア教 育について

～札幌市小学校長会の2年 間の研究発表 よ り～

(1)小 学校 にお けるキ ャリア教育 の目指す方向性

① 小学校では,社 会性や 自主性,関 心 ・意欲

な どを養 うことが重要である0ま た,職 場体

験だ けに依 らないキ ャリア教 育の検討が必要

で ある。

② 了どもたちが持ち味を最大限 発揮 し,白 立

す るた めに必要な能力や態度 を育て る教育で

ある。

(2)キ ャ リア教育の在 り方について

① 自己及び他者への積極的関心の形成 ・発展。

② 身の同 りの仕事 や環境 への関心 ・意欲の向

上。

⑧ 夢や希望,憧 れ る 自己のイメー ジ獲得。

④ 勤労 を重ん じ日標 に向か って努力する態度

の形成。

(3)教 育活動 をキ ャリア教育 の視点か ら見直す

① 今すで にある学校 の教育活動 を見直す。

② 各教科な どに内在す る 「断片」 を焦点化 し,

関連を図 りなが ら,体 系的 ・系統的に指導す

る。

③ 育てたい能力と して の 「基礎的 ・汎用 的能

力」 を通 して,教 育活動 をとらえ直す。

(4)推 進上の課題

キ ャリア教育を積極的 に推進 してい くために

は,校 長の指導性 を ト分 に発揮 し,以 下 の課題

に取 り組んでい くことが期待 されている。

① 教職員が小学校 にお けるキ ャリア教育 の口

指す もの とその必要性 を認識 し,教 育活動全

体を通 して実践で きるよ うにす る。

② キャ リア教 育の実践のための家庭 ・地域社

会 との連携 ・協力体制づ くりをす る。

③ キャ リア教育 にお ける活 動が,日 的,日 標

を達成 し,よ り効果的 に推進す るようにマ ネ

ジ メン トサ イクル を確立する。

2キ ャリア教育の視点から自校の教育活動を振り

返る

各校においてキャリア教育を進めるにあた り,

現在の教育活動が児童のキャリア発達にとって,

どのように生かされるのかという視点で見直すご

㊧
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とが必要 となる。キャリア教育の視点は,基 礎的 ・

汎用的能 力を構成する4つ の能/1の フ ィル ター を

通 して教育活動 を見直 してみる ことで,既 存の教

育活 動の中にキ ャ リア教育 の断片とな るものが 多

く含 まれて いることがわかる。

【4つの能力とキャリア教育の断片(市立小学校の事例)】

(1)入 間関係形成 ・社会形成能 力

「はるにれ活動」N小(全 学年)〔 特別活動〕

〆 呈蕨 鞠 異勤 の網 癖 ね
.,膜 会Tiの ひ

[と っ として位萱付けている.年 閤を4ス テージに

分けたカリキ ュフムのもと,日 窮的な遊びの活勤
や,行 事や児牽集会への取組を通 して,社 会性や

目11悶 と協力する心を育てる活動、高学年において
は,リ ーダ シッノを育てるし二ともねらいとして

いる.

② 自己理解 ・自己管理 能力

「ガソリン泥棒」M小(6年)〔 防災教育・道徳〕

頭 啓発な ど,東 区にある企業や施 設での体験活 動

や職 員への インタビュー活 動,空 港 に来 る人々へ

の東区PR活 動 を行 う。

131課 題対応能 力

「くらしを支 える情報」T小(5年)〔 社会科〕

一
緊急地震速報を取り上げた社会科の3。 「緊
急地震速報を受倦した時,昌 分たちは側ができる
か」「誤報もあるのに,な ぜ緊急地震速報を発表
し続けるのだろうか」を考える活勤を通して,社

1 会の情報化に伴 う,情 報及び情報ナ段をキ体的に
選択し,>a用 す る力を身に付ける、、

〔41キ ャリアプランニ ング能力

「ものづ くり体験会」M小(6年)

〔地域 の高等技術専門学校 との体験学習〕

3.地 域社会な どによるキャ リア教育

子どもたちの勤労観や社会性 を養うため には,地

域社会 との連携 は,切 り離せ ない ものであ る。 「地

域」 を学び.「 地域の人」 とふれ あい,1地 域の仕事」

を知 り,「 地域 への誇 り」 を もつ休 験活動。 キ ャ リ

ア教育の視点か ら地域の様 々な活動を体験 させた い。

〔tl事 例1～ 地域を学ぶ ・地域 への誇 りを もつ体験

活動

『東区子どもまちづくり体験塾事業』小学校4～6年 生

〔目標〕将来のまちづ くりの担 い手とな るfど も

た ちを対象 とし,東 区内で行われて いる まちづ く

りの体験活動を通 して,地 域 の 偵 と してまちづ

くりへ の関心を高める。

〔内容〕サ ッポ ロビール園前 での亜麻についての

学習 と美化活動,丘 珠空港で のシテ ィPR活 動 と

歴 史学習,北 海道 中央白動 申学校での交通安 全街

鞭1麓 難羅欝奪暑
(2)事 例2～ 地域 ・保護者 の仕事を学ぶ体験活動

S小PTA企 画&地 域 こどもネットワークの協 力

〔目標〕 「Let'sWorkinS小 学校」 は.市 内S小

学 校PTAが 主催,地 域 こどもネ ットワー クが協

力 して,予 どもたちが職 業体験 を通 して,働 くこと

の楽 しさや大変 さを体験 し,社 会の仕組みを学ぶ。

〔内容〕それぞれのブー スで は,そ の職業を して

いる保護者や地域の企業 の方 々が指導。PTAが

中心 とな り,準 備 を進 め,「 パ ン屋」 「新 聞社」

「調剤薬局」 「陶芸家1「 消防署」 「コンシェル ジュ1

「システムエ ンジニ ア」な ど19の 職業 体験ブー ス

にお いて.参 加児童が販売者 と消費 者を交互 に体

験 し.苦 労や工夫 を学ぶ活動 を行 う。

キャリア教育の視点 《キャリアプランニング能力》から

様 々な分野の専門家や職業人と出会い,学 ぶことは,

その職業の愚義や役割を知る機会にもな り,「 キャリ

・プ・ン三・グ能力・を融 歪・とにつながる・」

〔3)事 例3～ 地域の子 どもたちのつなが りで学ぶ体

験 活動

札幌市幼保小連携モデル事業 「なかよしキャンプ」

〔b標 〕野外 で行われる 白然体験活 動を通 して,

白然 とふれ あう,人 とふれあ う,白 分 とふれあ う

ことを通 して 生きる力を育てる。

〔内容〕札幌市 の幼保小連 携の事業 としての休験

キ ャンプ。次年度,同 じ学 校で川会 う年 長児 と5

年生が,・ 緒 に自然の中で交流を図 り学び合 う事

業である。1年 間に同じメンバーで4回(6月,9

月,10月,1月)の ふれあいキャンプ体験 を行 う。

キャリア教育の視点 《人間関係形成 ・社会形成能力》から

幼児とのふれあいを通 して,高 学年としての自信を

深め,コ ミュニケ ション能力を養う 〔5年〕,幼 児

が5年 生とのふれあいを通 して,小 学校への期待感を

膨らませるとともに自主性,社 会性を養 う,

学校の子 どもたちが これ らの活動 に参加 した り,

協)1し た りすることで,学 校 の教育活動への関心 ・

理解 も深 ま り.地 域 の活性化.キ ャ リア発達の向

上 にもつなが ってい く。

4.校 長の指導性を発揮 し,自 校化を図るための取組

キ ャ リア教育を 白校にお いて進める に当た り,校

長 に求め られる第 …の課題は,キ ャ リア教育につい

ての 「正 しい理解」 をす る ことであ り,そ の考 えを

職員 と共有 して いかなければな らない。 咋年の全市

アンケー トでは,市 内の小学校でのキ ャリア教育の

実施状況やマネ ジメン トサイ クルにつ いては,過 渡

期であ ることが分かった。.今後 「新たなキ ャリア教
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育の視点」 にたち,自 校で実践を図るための課題 と

今後の取組 について改めて声を聞いてみた。

◇札幌市 立小学校の実態

〈札 幌市小学校校長会 経営研修部 アンケー ト

【28校対象】H25.7月 実施〉

(1)自 校 にお いてのキ ャリア教育 の推進状況
錯 稲 細 田"鼎 … 脚""冊 冊 艸

;① 「キャリア教育」を意識した取組が進んでいる。(57%)

ゆ 「キャリア教育」を誰 した囎 ま進んでいない.(43%)

自校において 「キャリア教育」を意識 した取

組が進んでいる学校は,約6割 であるが,現 在

進んでいないと回答 した学校のすべてが,今 後

の積極的な取組の必要性を挙げてお り,共 に以
下の推進上の課題を挙げている。

(2)自 校化における推進上の課題 【複数回答有】

キャ リア教育の推進の状況 に関わ らず,自 校

でキャ リア教育 を推進 してい くことを考えた場

合,約8割 の学校が,職 員間のキ ャ リア教育の

「概念 の共有化」 を一番 の課題 として挙げ ,次

に校 内研修の課題を挙げ ている。
・職員 間で もキャリア教育の理解 に違いがあ り,

と らえ も不十分である という状況 にある。
・職員の中で 「キ ャリア教育」の理解が十分で

な く,子 どもたちに 「キ ャ リア教育」 が意識

化 されていない。
・教職員の共通理解 を図るため に校内での研修

が必要。
・キ ャリア教 育が

,そ の子な りに 自分の生き方

を見 つめて い く基盤 を創 るものだ とい う共通

の押 さえを職員間で もつ ことが大事。

(3)自 校化 に向けての取組
・キャ リア教育 のベースは ,各 校 の特色 ある教

育 によ りどころを設け,各 校 の地域環境 を最

大限 に活用すべきである。子 どもたちが,自

らの存在や生活 に目を向ける こともキ ャリア

教育 に欠かせない事項 と考 える。
・将来 に向けた生き方を考 える場 と して重要な

役割 を担 っている ことを,職 員間で共通理解

を図 ることが大切。
・多方面 に内在する 「キ ャリア教 育」の 「断片」

を整理統 合しながら,学 校 としての 「指導内容」

「指導方法」の確立に向けて取 り組んでいく。

・現在の教育課程 の中か ら児童への指導の中に

内在 しているキャ リア教育 につながる指導 を

洗い出す。
・洗い出 した ものを,縦 の学年のつなが りがで

きるよ うに,キ ャ リア教育のね らい と照 らし

て,学 年 間の学習 内容のの りしろが太 くな る

よ うにつなげ る。

・日常的 に行 って いる委員会活動や係活動の意

味を改 めて考え させ た り,学 校生活や学習の

中で他者の考えや行 動などを感 じとらせた り

して いくことも必要。
・家庭や地域社 会 と連携 ・協 力し,人 との出会

い,ふ れあいの機会 を多 く設定す る。

(4)校 長の関わ り
・自校の重点 目標 と関連 させなが ら

,目 指すべ

きキ ャリア教育 のと らえ方 を校長が学校経営

方針の中に位置付 ける。
・キ ャリア教育推進担 当やキ ャリア教育推進委

員会な どを置 き,自 校のカ リキュラム の整備

を行わせ る。
・ 「なぜ ,今 キ ャ リア教育なのか」 を しっか り

と職員 に理解 させるための研修 を計画的 に実

施 し,「 実践す るのは,全 職 員で ある」 とい

う認識 に立たせる。
・校長講話や校長通信な どで

,行 政や他校での

取組 を積極的 に職員へ情報提供,情 報発信す

る ことで,日 常の学級経営や学習指導 と深い

関連が あることを理解 させ る。
・校務分掌の見直 しな どによ り

,各 行事 や 日常

の取組がキ ャリア教育 につなが るよ うに意識

させ る。

囮 ま と めげ げ 冑再冒[冒,卍[げ[冒[

社会性 を育て,生 きる力を育むキ ャリア教育が,

今後 しば らくの間,学 校教育の 中で中核をな して い

くことは,多 くの学校が感 じて いる ことだ と思 う。

しか し,そ の推進 と自校での取組について は,い

くつか の課題 が存在 し,「 キ ャリア教育 を意識 した

取組」 を してい くため には,現 在の 自校 での教育活

動が,児 童 のキャ リア発達 にとって,ど のように生

かされ るのか とい う視点で見直す ことが必要 となる。

「キ ャリア教育」 につ いては,学 校評価や 自校の

教育活動 の反省な どのよ うに,内 か ら湧 き出 る課題

とは違 い,世 の中の状況や現在 の 日本 の雇用実態な

どか ら必要 とされて いる喫緊の課題で ある。そのた

め,職 員 の声か ら取組が始 まる ことを待つのではな

く,私 た ち校長が率先 して,キ ャ リア教育への取組

が,子 どもた ちの持ち味を最大限発揮 し,社 会性,

自立性 を養 うものである という ことを職員に正 しく

理解 させて いかな くてはな らな い。

「キ ャリア教育」 は,自 校化 に向けて,学 校職 員

全体 と概念 を共有 し,計 画的な校内研 修や地域社会

と連携 ・協 力 して実践す る ことで,よ り促 され ると

考え る。

現在,キ ャリア教育には,学 ぶ意 義を認識 し,学 習

意欲を高めることにも大きな期待が寄せ られている。

子 どもたちが 自分 の学校で学んだ り体験 した りし

た ことが,将 来の 自分の生活や職業 に役立 っている,

自分の生活 を豊か にして いる と満足 できるような学

校づ くりが,キ ャ リア教育の推進 を 目指す学校の姿

である と考 える。

趣


